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深
江
の
青
年
団
と
夜
学
会ブ三

正

美

l主l

史
料
船
舶
民

大
日
明
正
女
神
村
境
内
で
蛾
彩
さ
れ
た

一
枚
の
写
只
が
あ
る
。
「
深
江
背
年
夜

学
会
創
立
紀
念
」
と
い
う
看
板
ら
し
き
も
の
が
見
え
る
。
夜
学
会
と
は
明
治
時

代
か
ら
各
地
で
刊
ら
れ
た
背
年
間
の
自
主
的
な
，
与
沼
会
が
ハ
ん
端
だ
と
さ
れ
る
。

明
治
時
代
は
、

家
業
設
悦
や
教
育
に
対
す
る
即

-meMほ
の
低
さ
な
ど
が
あ

っ
て

救
出
H
を
受
け
ら
れ
な
い
若
者
が
少
な
く
な
か

っ
た
。
こ
の
た
め
江
戸
同
代
以
米

の
若
者
仲
間
が
土
台
に
な
っ
て
、
夜
学
会
が
自
主
的
に
迩
ρ
門
出
さ
れ
、
州
民
村
部
で

は
、
昼
間
の
良
作
業
の
時
間
相
を
避
け
て
学
習
の
場
を
設
け
た
。
ま
た
自
治
戦

争

二

八
九
四

l
九
五
年
)
、
日
露
戦
争

(一

九

O
山

1
0
五
年
)
で
は
国
内

で
の
「
銃
後
の
前
動
」
が
霊
悦
さ
れ
、
校
出
寸
会
は
釘
政
に
よ
り
政
策
的
に
抑
進

さ
れ
、
飛
制
的
に
拡
大
し
た
。
民
間
の
学
問
活
動
と
い
う
よ
り
軍
事
教
育
や
愛

国
教
育
に
重
き
が
位
か
れ
た
と
い
う
。
明
治
末
川
か
ら
大
正
年
間
に
か
け
て
初

等
教
育
を
補
完
す
る
実
数
補
留
学
校
が
普
及
す
る
と
、
役
割
を
終
え
て
い
っ
た
。

深
紅
で
の
百
年
間
に
つ
い
て
は
、
大
正
十
年

(一

九
二

二

発
行
の

『
武
州

川
誌
』
に
よ
れ
ば
、
民
く
中
絶
し
て
い
た
後
、
大
正
九
年
五
月
、
深
江
捌
在
所

巡
資
佐
々
見
九

一
と
灼
志
家
阿
部
・民

一
郎
が
再
興
、
深
江
夜
目
の
十
五
段
か
ら

三
十
五
歳
の
男
子
を
制
維
、
副
長
は
四
七

O
人
に
及
ん
だ
と
い
う
。
会

長

刷

会
長
各
一
人
、
幹
事
=
一
十
凶
人
を
世
い
た
。
別
に
封
筒
剃
五
年
以
上
の
小
川
守
校

在
校
生
を
対
象
に
し
た
少
年
団
も
あ
っ
た
。
毎
夜
夜
学
会
を
聞
き
、
精
神
修
養

と
学
科
補
習
を
行
っ
た
。
そ
の
数
約
七

O
人
で
経
費
は
的
志
家
の
拠
出
に
よ
り
、

熱
心
な
街
噂
が
行
わ
れ
た
と
あ
る
。
大
王
後
半
に
な
っ
て
の
山
町
会
ぶ
り
や
行
政

か
ら
は
独
立
し
た
迎
営
な
ど
、
通
常
知
ら
れ
た
夜
学
会
と
は
か
な
り
級
相
が
拠

な

っ
て
い
る
。
夜
学
会
に
つ
い
て
は

『
武
昨
郡
誌
』
で
は
武
庫
郡
全
体
と
し
て

は
「
甚
だ
盛
ん
な
ら
ず
」
と
あ
る
か
ら
深
江
で
の
盛
会
ぶ
り
が
突
出
し
て
い
る
。

そ
の
山
川
P
M
に
あ
る
の
は
阿
部
貞

一
郎
と
い
う
人
物
に
あ
る
だ
ろ
う
。
阿
部
は

明
治
二
卜
4

証
。
(一

八
九

O
)
大
阪
に
中
ま
れ
、
大
阪
市
与
問
栄
町
」
T
校
を
卒
業
、

大
阪
株
式
取
引
所
な
と
に
勤
務
、
様
日
に
移
住
し
て
古
刊
間
前
助
や
村
会
議
只

な
ど
を
経
て
、
昭
和
六

4
(一
九
三

こ

に
は
県
会
議
只
に
当
選
し
た
。

さ
て
こ
の
写
真
で
あ
る
が
、
大
正
九
年
の
背
年
団
再
興
の
時
の
5
4
5
Hと
思
い

が
ち
だ
が
そ
う
で
は
な
い
。
後
列
カ
か
ら
=一
人
日
に
ち
っ
て
い
る
十
代
前
半
の

少
年
は
大
正
八
司
止
ま
れ
の
広
川
消
治
氏
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
年
附
か
・り
す

れ
ば
昭
和

一
け
た
の
勾
点
だ
ろ
う
。
勾
点
に
「
深
江
市
奇
抜
学
会
制
A
M
紀
念
」

と
あ
る
の
は
、
何
周
到
。
か
の
記
念
行
事
だ
ろ
う
か
。
七

O
人
と
い
う
盛
時
の
人

数
か
ら
み
れ
ば

一
九
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人
と
少
ι

な
く
な

っ
て

い
る
が
、
こ
の
時
期

ま
で
縦
続
し
て
い
た

こ
と
を
亦
し
、
ま
た

仲
村
境
内
に
大
き
な

松
が
あ
っ
た
こ
と
な

と
、
当
時
の
以
観
が

う
か
が
え
る
自
主
な

勾
災
で
あ
る
。

2
 
1
 

な
お
水
川
市
ム
川
氏

は
附
利
十
五

4
軍
隊

に
召
集
さ
れ
、
同
イ

八
年
ニ
ュ

1
ギ
ニ
ア

沖
で
戦
死
し
、

um
ら

ぬ
人
と
な

っ
た
。


